
大学名

設置者名

大学の位置

幼・小 中・高 特支 養教・栄教

中一種免（国語）

（令和元年度）

中一種免（社会）

（令和元年度）

中一種免（英語）

（令和元年度）

高一種免（国語）

（令和元年度）

高一種免（地理歴史）

（令和元年度）

高一種免（公民）

（令和元年度）

高一種免（英語）

（令和元年度）

幼一種免 中一種免（国語） 特支一種免

（令和元年度） （令和元年度） （知・肢・病）

小一種免 中一種免（社会） （令和元年）

（令和元年度） （令和元年度）

中一種免（数学）

（令和元年度）

中一種免（理科）

（令和元年度）

中一種免（英語）

（令和元年度）

高一種免（国語）

（令和元年度）

高一種免（地理歴史）

（令和元年度）

高一種免（数学）

（令和元年度）

高一種免（理科）

（令和元年度）

高一種免（英語）

（令和元年度）

認定を受けようとする
免許状の種類

（免許教科・領域）

人文社会科学部 人文社会科学科 290

地域教育文化学部

様式第２号（概要）（学部学科等の課程）

地域教育文化学科
児童教育コース

-

平成２９年度

平成２４年度

認定を受けようとする大学の課程の概要
山形大学（学部学科等の課程）

山形県山形市小白川町一丁目４番１２号
(人文社会科学部、地域教育文化学部、教育学部、理学部)
山形県米沢市城南四丁目３番１６号
（工学部）

国立大学法人山形大学

現在認定を受けている免許状の種類（免許教科・領域）
（認定年度）

学部名 学科等名
入学
定員

設置年度
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中一種免（音楽）

（令和元年度）

中一種免（美術）

（令和元年度）

中一種免（保健体育）

（令和元年度）

高一種免（音楽）

（令和元年度）

高一種免（美術）

（令和元年度）

高一種免（体育）

（令和元年度）

幼一種免

小一種免

中一種免（国語）

中一種免（社会）

中一種免（数学）

中一種免（理科）

中一種免（音楽）

中一種免（美術）

中一種免（保健体育）

中一種免（英語）

高一種免（国語）

高一種免（地理歴史）

高一種免（公民）

高一種免（数学）

高一種免（理科）

高一種免（音楽）

高一種免（美術）

高一種免（保健体育）

高一種免（情報）

高一種免（英語）

特支一種免（知・肢・病）

中一種免（数学）

（令和元年度）

中一種免（理科）

（令和元年度）

高一種免（数学）

（令和元年度）

高一種免（理科）

（令和元年度）

高一種免（工業）

（令和元年度）

高一種免（工業）

（令和元年度）

高一種免（工業）

（令和元年度）

高一種免（工業）

（令和元年度）

平成２９年度

平成２９年度

平成２９年度

地域教育文化学科
文化創生コース

-

理学部 理学科 210

工学部

高分子・有機材料
工学科

140

教育学部
学校教育教員養成
課程

145 令和８年度

化学・バイオ工学
科

140 平成２９年度

情報・エレクトロ
ニクス学科

150 平成２９年度

機械システム工学
科

140 平成２年度
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高一種免（工業）

（令和元年度）

高一種免（工業）

（令和元年度）

1295入学定員合計

・教育学部は、令和８年度設置のため、現在、設置届出予定である。

30 平成２９年度

システム創成工学
科

備考 ・人文社会科学部、教育学部及び理学部は、学部等連係課程実施基本組織である社会共創デジタ
ル学環の連係協力学部である。そのため、社会共創デジタル学環の入学定員は人文社会科学部の
１０名、教育学部の１０名、理学部の１０名の内数の和である。なお、連係協力学部の入学定員
は学部等連係課程実施基本組織に充てている入学定員を差し引いて記載している。

・地域教育文化学部は、令和７年度末をもって教職課程認定を取り下げる予定である。

50 平成２２年度

建築・デザイン学
科
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入学定員

145

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 1 大森桂

1 本島優子

1 鈴木宏昭 　　4単位以上
　　選択必修

1 藤岡久美子

1 佐川馨

1

●単位数 5人

4人

2人

11人

10人

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）①

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

認定を受けよう
とする学部・学

科等
教育学部 学校教育教

員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位 ３．学位又は学科の分野

領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位 学　士　（教育学）

環　境

人間関係
幼児と人間関係

教育学・保育学関係

備考
教職専任教員

健　康
幼児と健康

科目
区分

各科目に含めることが
必要な事項

授業科目
単位数

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

B.教員の免許状取得のための選択科目 2単位
●「教育の基礎的理解に関する科
目」における教職専任教員数

「領域に関する専門的事項」及び「各
保育内容の指導法」の必修単位数の合
計（A＋C）

16単位

●「保育内容の指導法」及び道徳、総合
的な学習の時間等の指導法及び、生徒指
導、教育相談等に関する科目における教
職専任教員数

●「領域に関する専門的事項」にお
ける教職専任教員数
(複合領域における教職専任教員を
含む）

幼児と環境

A.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

4単位

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

言　葉
幼児と言葉

表　現
幼児と表現A

幼児と表現B

領域及び保育内容の指導法に関
する科目における複数の事項を
合わせた内容に係る科目

「領域及び保育内容の指導法に関する
科目における開設授業科目の合計単位
数」(A＋B＋C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

4単位 ●教職専任教員数（合計）

※保育内容の指導法の開設単位数も含
めて記載すること ●必要教職専任教員数
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入学定員

145

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 2

2

2

2

2

2

2

●単位数

教育学・保育学関係

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）②

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

認定を受けよう
とする学部・学

科等
教育学部 学校教育教

員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位 ３．学位又は学科の分野

領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位 　　学　士　（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

施行規則に定
める科目区分

等

左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
授業科目

単位数

保育内容（表現A）

保育内容（表現B)

幼児教育指導法

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

保
育
内
容
の
指
導
法

（

情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
。
）

保育内容（健康）

保育内容（人間関係）

保育内容（環境）

保育内容（言葉）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

12単位

D.教員の免許状取得のための選択科目 2単位
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入学定員 １．免許状取得に必要な最低修得単位数 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択 学校
種等

学
科
等

教授 准教授 講師 助教

小一種免 2 ＊1　＊1で示す科目から
　　　2科目4単位選択必修

2 ＊1

　

2 ＊1

2 ＊1

2 ＊1

2 佐川馨

2 廖曦彤

2 石垣和恵 ＊1

大森桂

2 小松恒誠

2 ＊1

●単位数 5人

4人

2人

1人

0人

13人

12人

様式第２号（小・教科及び教科の指導法に関する科目）①

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（小・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよう
とする学部・学

科等
教育学部 学校教育教

員養成課程

２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　30単位 　　学　士　（教育学）

備考
科目
区分

各科目に含めること
が

必要な事項
授業科目

単位数 共通
開設

教職専任教員

理科の基礎（実験を含む）

生　活
生活の基礎

理　科

認定を受け
ようとする
免許状の種

類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

算数の基礎
算　数

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

国　語
（書写を含む。）

国語の基礎

社　会
社会の基礎

音　楽
音楽の基礎

図画工作
図画工作の基礎

家　庭
家庭の基礎

体　育
体育の基礎

外国語
外国語の基礎

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

A.教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目
の単位数を含む）

10単位 ●「教科に関する専門的事項」における教職専任教員数

B.教員の免許状取得のための選択科目 10単位
●教育の基礎的理解に関する科目における教職専任教員
数

※教科内容の指導法の開設単位数も含めて記載するこ
と ●「複合科目」における教職専任教員数

●教職専任教員数（合計）

●必要教職専任教員数

「教科に関する専門的事項」及び「各教科の指導法」
の必修単位数の合計(A+C)

30単位
●道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び、生徒指
導、教育相談等に関する科目における教職専任教員数

「教科及び教科内容の指導法に関する科目における開
設授業科目の合計単位数」(A＋B＋C＋D)－「免許状取
得に必要な最低修得単位数」

10単位 ●「各教科の指導法」における教職専任教員数
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入学定員 ２．学　位

145

必修 選択 学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

小一種免 1

1

1

1

1 平林（舘石）真伊

1 （平林（舘石）真伊）

1

1

2

2

2

2

2

2

20単位

0単位

様式第２号（小・教科及び教科の指導法に関する科目）②

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（小・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとす
る学部・学科等

教育学部
学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ３．学位又は学科の分野

教科及び教科の指導法に関する科目　30単位 学　士　（教育学） 教育学・保育学関係

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考単位数
共通
開設科目

区分
各科目に含めることが

必要な事項

初等教科教育法Ⅱ（国語）

授業科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

各
教
科
の
指
導
法
（

情
報

通

信

技

術

の

活

用

を

含

む
。

）

初等教科教育法Ⅱ（算数）

初等教科教育法Ⅱ（社会）

初等教科教育法Ⅰ（理科）

初等教科教育法Ⅱ（理科）

初等教科教育法（体育）

●単位数 C.教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む）

家　庭
初等教科教育法（家庭）

初等教科教育法（図画工作）

図画工作

国　語
（書写を含む。）

初等教科教育法Ⅰ（国語）

D.教員の免許状取得のための選択科目

外国語
初等教科教育法（外国語）

体　育

音　楽
初等教科教育法（音楽）

生　活
初等教科教育法（生活）

算　数
初等教科教育法Ⅰ（算数）

社　会
初等教科教育法Ⅰ（社会）

理　科
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
（国語）

同 坂喜美佳

（国語） 2 高
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 高
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 高
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 高
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 高
（国語）

同 山﨑義光

2 高
（国語）

同 （山﨑義光）

　 2 高
（国語）

同 （山﨑義光）

2 高
（国語）

同 （山﨑義光）

2 高
（国語）

同 （山﨑義光）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 高
（国語）

同 三上英司

2 高
（国語）

同 （三上英司）

2 高
（国語）

同 （三上英司）

2 高
（国語）

同 （三上英司）

2 高
（国語）

同 （三上英司）

1

1

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 菊田尚人 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 34単位 3人

2単位 3人

28単位

14単位

14単位

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

国語科教育法

国語の教材分析A

国語の教材分析B

国語科実践演習

書道（書写を中心と
する。）

書道実技Ⅰ

書道実技Ⅱ

漢文学概論

日本文学講読

日本文学演習Ⅰ

漢文学

漢文学講読

漢文学演習Ⅰ

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

国語学（音声言語及
び文章表現に関する
ものを含む。）

国語学概論
※「教科に関する専門的
事項」の選択科目から12
単位選択必修

国語学演習Ⅰ

国語学演習Ⅱ

国語学講義

国語学特別講義

日本文学演習Ⅱ

日本文学特別講義

漢文学特別講義

国文学（国文学史を
含む。）

日本文学概論Ⅰ

日本文学概論Ⅱ

漢文学演習Ⅱ

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

8



入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
(地理歴史)

同 大喜直彦

（社会） 2 高
(地理歴史)

同 （大喜直彦）

2 高
(地理歴史)

同 （大喜直彦）

2 高
(地理歴史)

同 （大喜直彦）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 中村篤志 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 高
(地理歴史)

同 熊谷誠

2 高
(地理歴史)

同 （熊谷誠）

　 2 高
(地理歴史)

同 （熊谷誠）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 高
(地理歴史)

同 （熊谷誠）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 高
(公民)

同

2 高
(公民)

同

2 高
(公民)

同

2 高
(公民)

同

2 高
(公民)

同

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 高
(公民)

同 松本（木村）大理

2 高
(公民)

同 （松本（木村）大理）

2 高
(公民)

同 （松本（木村）大理）

2 高
(公民)

同 （松本（木村）大理）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 50単位 4人

16単位 4人

28単位

30単位

30単位

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

社会・地歴科教育法

社会の教材分析Ａ

社会・公民科教育法

社会の教材分析Ｂ

社会学概論

国際法１

グローバル・ガバナンス論1

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

内陸アジア史概論

ヨーロッパ史概論

環境動態概論

「哲学、倫理学、宗
教学」

哲学・倫理学概論

哲学・倫理学演習Ａ

哲学・倫理学演習Ｂ

哲学・倫理学基礎演習

「法律学、政治学」

政治過程論

「社会学、経済学」

マクロ経済学１

社会と学力

社会と文化

経済学概論

男女共同参画社会と教育

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

日本文化史概論

日本史演習

地理学（地誌を含
む。）

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

日本史・外国史

人文地理学概論

地理学野外実習Ａ

地理学野外実習Ｂ

地誌学特論

日本史概論

日本史講読

東アジア史概論

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

授業科目
単位数

共通
開設

9



入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択 学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
（数学）

同 中西正樹
※「教科に関する専門的事項」の選択科
目から10単位選択必修

（数学） 2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
（数学）

同 皆川宏之

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科開設科目

2 高
（数学）

同

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
（数学）

同 坂口隆之

2 高
（数学）

同 （坂口隆之）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
（数学）

同 （坂口隆之）

2 高
（数学）

同 （中西正樹）

2 高
（数学）

同 （中西正樹）

2 高
（数学）

同 （中西正樹）

2 高
（数学）

同 （坂口隆之）

2 他 荒井隆 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

●単位数 36単位 4人

16単位 3人

28単位

16単位

16単位

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

数学科教育法

数学の教材分析A

数学の教材分析B

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

数学科実践演習

●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

幾何学概論

集合と位相Ⅰ

離散幾何

教員になるためのプログラミング入門

データ構造とアルゴリズム

データ分析入門

微分積分Ⅰ

コンピュータ

データサイエンス入門

多変量解析

プログラミング

コンピュータアーキテクチャ

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

代数学

代数学概論

線形代数

代数入門

幾何学

微分積分Ⅱ

「確率学、統計学」

確率・統計学概論

数理統計学

解析学

解析学概論

教職専任教員
備考

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
(理科)

同 津留俊英

（理科） 1 高
(理科)

同 （津留俊英）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
(理科)

同 後藤みな

1 高
(理科)

同 （後藤みな）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
(理科)

同 滝澤匡

1 高
(理科)

同 （滝澤匡）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
(理科)

同 竹林知大

1 高
(理科)

同 （竹林知大）

2 高
(理科)

同 （竹林知大）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 高
(理科)

同 （津留俊英）

2 高
(理科)

同 （後藤みな）

2 高
(理科)

同 （滝澤匡）

2 高
(理科)

同 （竹林知大）

2 高
(理科)

同 （津留俊英） （竹林知大）

2 高
(理科)

同 （津留俊英）
（滝澤匡）
（後藤みな）

（竹林知大）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

●単位数 30単位 4人

8単位 4人

28単位

14単位

14単位
E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数

中等理科実験

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

理科教育法

理科の教材分析A

理科の教材分析B

理科実践演習

地学

地学概論

地質・古生物学Ⅰ

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

物理学

物理学概論

生物学実験

化学

生物学

物理学実験・化学実
験・生物学実験・地
学実験

物理学実験

化学実験

地学実験

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

STEAM教育論

物理学演習

熱力学

地学演習

地球環境史論

化学概論

化学演習

無機化学Ⅰ

生物学演習

生物学概論

生態学Ⅰ

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
（音楽）

同 名倉明子

(音楽) 2 高
（音楽）

同 深瀬廉

2 高
（音楽）

同 （深瀬廉）

合唱基礎 2 高
（音楽）

同 渡辺修身 （深瀬廉） 　

　 2 高
（音楽）

同 （渡辺修身） （深瀬廉）

1 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同 三輪郁

(渡辺修身)

2 高
（音楽）

同
(三輪郁)

(渡辺修身)

2 高
（音楽）

同
(三輪郁)

(渡辺修身)
（深瀬廉）

2 高
（音楽）

同
(三輪郁)

(渡辺修身)
（深瀬廉）

1 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同 （渡辺修身）

2 高
（音楽）

同 （名倉明子）

2 高
（音楽）

同 （名倉明子）

2 高
（音楽）

同 （名倉明子）

2 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同

2 高
（音楽）

同

●単位数 30単位 4人

0単位 3人

28単位

10単位

10単位
E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

指揮法

器楽Ｂ

器楽Ａ

D.教員の免許状取得のための選択科目

※「教科に関する専門的事
項」の選択科目から４単位
選択必修

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

ソルフェージュ ソルフェージュ

作曲法Ａ

日本音楽演習（歌唱）

声楽Ａ

声楽Ｂ

合唱応用

指揮法

アンサンブル応用

日本音楽演習（器楽）

２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

音楽理論・作曲法
（編曲法を含
む。）・音楽史（日
本の伝統音楽及び諸
民族の音楽を含
む。）

音楽理論

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

音楽科教育法

声楽（合唱及び日本
の伝統的な歌唱を含
む。）

アンサンブル基礎

音楽科実践演習

器楽（合奏及び伴奏
並びに和楽器を含
む。）

音楽の教材分析Ｂ

音楽の教材分析Ａ

作曲法Ｂ

音楽史概論

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

１．免許状取得に必要な最低修得単位数

12



入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
(美術)

同 小林俊介

（美術） 2 高
(美術)

同 (小林俊介)

2 高
(美術)

同 (小林俊介)

2 高
(美術)

同 (小林俊介)

2 高
(美術)

同 土井敬真

2 高
(美術)

同 (土井敬真)

　 2 高
(美術)

同 (土井敬真)

2 高
(美術)

同 具志堅裕介

2 高
(美術)

同 (具志堅裕介)

2 高
(美術)

同 (具志堅裕介)

2 高
(美術)

同 (土井敬真) (具志堅裕介)

2 高
(美術)

同 (具志堅裕介)

2 高
(美術)

同 (小林俊介)

2 高
(美術)

同

2 高
(美術)

同 (小林俊介)

彫刻論 2 高
(美術)

同 (土井敬真)

2 高
(美術)

同

2 高
(美術)

同

2 高
(美術)

同

2 高
(美術)

同

2 高
(美術)

同

●単位数 34単位 3人

0単位 3人

28単位

16単位

16単位

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

教職専任教員
備考

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

デザイン（映像メ
ディア表現を含
む。）

デザイン基礎

デザイン表現演習

デザイン応用演習

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

絵画表現演習

絵画応用演習

彫刻

彫刻基礎

彫刻表現演習

彫刻応用演習

生涯学習と造形

工芸演習
工芸

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

絵画（映像メディア
表現を含む。）

造形基礎演習B

　「絵画表現演習」、
　「絵画応用演習」から
　　2単位選択必修

絵画基礎

美術の教材分析B

美術科実践演習

造形表現総合演習

造形基礎演習A

美術理論・美術史
（鑑賞並びに日本の
伝統美術及びアジア
の美術を含む。）

造形史概説

日本美術史概説

造形史特論

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

2 高
(美術)

同
(小林俊介)
(土井敬真)

D.教員の免許状取得のための選択科目

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

美術科教育法

美術の教材分析A

(具志堅裕介)
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択 学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 1 高
(保健体育)

同 渡邉信晃 （張育綺）

（保健体育） （三枝巧） （清水香）

（井上功一郎）

1 高
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （張育綺）

（三枝巧） （清水香）

（井上功一郎）

1 高
(保健体育)

同 （井上功一郎）

1 高
(保健体育)

同

1 高
(保健体育)

同

1 高
(保健体育)

同
  「体育スポーツ実技」から
　５単位選択必修

1 高
(保健体育)

同 （清水香）

1 高
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （三枝巧）

2 高
(保健体育)

同 張育綺

2 高
(保健体育)

同 三枝巧

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同 井上功一郎

2 高
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （三枝巧）

2 高
(保健体育)

同 清水香

2 高
(保健体育)

同 矢口友理

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同

2 高
(保健体育)

同

●単位数 26単位 6人

0単位 3人

28単位

6単位

6単位

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課
程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

科目
区分

各科目に含めるこ
とが必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

保健体育入門B

保健体育科実践演習

保健体育の教材分析A

体育スポーツ実技（冬季スポーツ）

教職専任教員
備考

体育スポーツ実技（球技B）

体育スポーツ実技（武道・ダンス）

　　いずれか１科目選択必修

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

体育実技

保健体育入門A

体育スポーツ実技（球技A）

体育スポーツ実技（器械運動・陸上競技）

体育スポーツ実技（水泳）

学校保健（小児保
健、精神保健、学
校安全及び救急処
置を含む。）

スポーツ心理学

スポーツ文化論

生理学（運動生理
学を含む。）

スポーツ生理学

教科及び教科の指導法
に関する科目における
複数の事項を合わせた
内容に係る科目

学校保健

スポーツ栄養学

「体育原理、体育
心理学、体育経営
管理学、体育社会
学、体育史」・運
動学（運動方法学
を含む。）

スポーツ社会学

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

コーチング論

スポーツバイオメカニクス

保健体育科教育法

保健体育の教材分析B

衛生学・公衆衛生
学

衛生・公衆衛生学

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得
に必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

中一種免 2 高
（英語）

同 大髙茜

（英語） 2 高
（英語）

同 （大髙茜）

2 高
（英語）

同 （大髙茜）

2 高
（英語）

同 （大髙茜）

2 高
（英語）

同 佐藤博晴

2 高
（英語）

同 （佐藤博晴）

2 高
（英語）

同 三枝和彦

2 高
（英語）

同 （三枝和彦）

　 2 高
（英語）

同 （三枝和彦）

2 高
（英語）

同 （三枝和彦）

2 高
（英語）

同 （三枝和彦）

2 高
（英語）

同 ミラー　ジェ
リー

2 高
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 高
（英語）

同 （佐藤博晴）

2 高
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 高
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 高
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 34単位 4人

0単位 3人

28単位

14単位

14単位

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

異文化理解

英語文学

英語コミュニケー
ション

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

英語科教育法

英語の教材分析A

英語の教材分析B

英語科実践演習

英語文学演習B

児童英語文学論

英語表現（英会話）基礎

現代英語文学論

異文化コミュニケーション演習

英語表現（英会話）発展

英語表現（英作文）

異文化コミュニケーション概論

異文化コミュニケーション特論

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

英語学

共通
開設

英語学概論

英語学演習A

英語学演習B

英語学演習C

第二言語習得論概論

第二言語習得論演習

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

英語文学概論

英語文学演習A

※「教科に関する専門的
事項」の選択科目から10
単位選択必修

様式第２号（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受け
ようとする
学部・学科

等

教育学
部

学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　28単位 学 士（教育学）

認定を受け
ようとする
免許状の種
類（免許教

科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
（国語）

同 坂喜美佳

（国語） 2 中
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 中
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 中
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 中
（国語）

同 （坂喜美佳）

2 中
（国語）

同 山﨑義光

2 中
（国語）

同 （山﨑義光）

2 中
（国語）

同 （山﨑義光）

2 中
（国語）

同 （山﨑義光）

　 2 中
（国語）

同 （山﨑義光）

2 他
人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 中
（国語）

同 三上英司

2 中
（国語）

同 （三上英司）

2 中
（国語）

同 （三上英司）

2 中
（国語）

同 （三上英司）

2 中
（国語）

同 （三上英司）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

国語の教材分析Ａ 2 他 菊田尚人 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

国語の教材分析Ｂ 2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 32単位 3人

2単位 3人

24単位

16単位

16単位

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

国語学特別講義

日本文学概論Ⅰ

漢文学演習Ⅰ

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

国語学（音声言語及
び文章表現に関する
ものを含む。）

国文学（国文学史を
含む。）

漢文学

漢文学特別講義

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

国語科教育法

国語科実践演習

漢文学演習Ⅱ

漢文学講読

日本文学概論Ⅱ

日本文学演習Ⅱ

日本文学特別講義

漢文学概論

日本文学講読

日本文学演習Ⅰ

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

※「教科に関する専門的事項」の選択科
目から14単位選択必修

国語学講義

国語学概論

国語学演習Ⅰ

国語学演習Ⅱ

教職専任教員
備考

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
(社会)

同 大喜直彦

（地理歴史） 2 中
(社会)

同 （大喜直彦）

2 中
(社会)

同 （大喜直彦）

2 中
(社会)

同 （大喜直彦）

古文書学 2 （大喜直彦）

日本古代史概論 2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

　 2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 他 中村篤志 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 中
(社会)

同 熊谷誠

2 中
(社会)

同 （熊谷誠）

2 中
(社会)

同 （熊谷誠）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 中
(社会)

同 （熊谷誠）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科開設科目

●単位数 30単位 3人

12単位 3人

24単位

10単位

10単位

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

外国史

内陸アジア史概論

日本史演習

日本近代史概論

社会の教材分析Ａ

地誌 地誌学特論

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

人文地理学・自然地
理学

人文地理学概論

地理学野外実習Ａ

地理学野外実習Ｂ

環境動態概論

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

※「教科に関する専門的事項」の選
択科目から8単位選択必修

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

日本史

日本文化史概論

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

社会・地歴科教育法

日本史講読

日本史概論

東アジア史概論

ヨーロッパ史概論

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択 学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

（公民） 2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 中
(社会)

同

2 中
(社会)

同

2 中
(社会)

同 水谷智彦

2 中
(社会)

同
高吉嬉

（松本（木
村）大理）

（水谷智彦）

　 2 中
(社会)

同

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 中
(社会)

同 松本（木村）
大理

2 中
(社会)

同 （松本（木
村）大理）

2 中
(社会)

同 （松本（木
村）大理）

2 中
(社会)

同 （松本（木
村）大理）

2

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 28単位 3人

8単位 3人

24単位

8単位

8単位

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

教職専任教員
備考

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

哲学・倫理学概論

哲学・倫理学基礎演習

「社会学、経済学
（国際経済を含
む。）」 社会と文化

経済学概論

マクロ経済学１

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免
許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

政治過程論

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

哲学・倫理学演習Ａ

哲学・倫理学演習Ｂ

心理学概論

国際法１

グローバル・ガバナンス論１

社会学概論

男女共同参画社会と教育

社会と学力

「哲学、倫理学、宗
教学、心理学」

※「教科に関する専門的事項」
の選択科目から12単位選択必修

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

「法律学（国際法を
含む。）、政治学
（国際政治を含
む。）」

社会・公民科教育法

社会の教材分析Ｂ
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
（数学）

同 中西正樹
※「教科に関する専門的事項」の選択科目から
10単位選択必修

（数学） 2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
（数学）

同 皆川宏之

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科開設科目

2 中
（数学）

同

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
（数学）

同 坂口隆之

2 中
（数学）

同 （坂口隆之）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
（数学）

同 （坂口隆之）

2 中
（数学）

同 （中西正樹）

2 中
（数学）

同 （中西正樹）

2 中
（数学）

同 （中西正樹）

2 中
（数学）

同 （坂口隆之）

2 他 荒井隆 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

●単位数 36単位 4人

16単位 3人

24単位

20単位

20単位
E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

数学科教育法

数学科実践演習

数学の教材分析A

数学の教材分析B

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

代数学

代数学概論

線形代数

代数入門

幾何学

幾何学概論

集合と位相Ⅰ

離散幾何

解析学

解析学概論

微分積分Ⅰ

微分積分Ⅱ

コンピュータ

データサイエンス入門

数理統計学

データ構造とアルゴリズム

コンピュータアーキテクチャ

教員になるためのプログラミング入門

多変量解析

プログラミング

「確率学、統計学」

確率・統計学概論

データ分析入門

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
(理科)

同 津留俊英

（理科） 1 中
(理科)

同 （津留俊英）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
(理科)

同 後藤みな

1 中
(理科)

同 （後藤みな）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
(理科)

同 滝澤匡

1 中
(理科)

同 （滝澤匡）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
(理科)

同 竹林知大

1 中
(理科)

同 （竹林知大）

2 中
(理科)

同 （竹林知大）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 中
(理科)

同 （津留俊英）

2 中
(理科)

同 （後藤みな）

2 中
(理科)

同 （滝澤匡）

2 中
(理科)

同 （竹林知大）

2 中
(理科)

同 （津留俊英） （竹林知大）

2 中
(理科)

同 （津留俊英）
（滝澤匡）
（後藤みな）

（竹林知大）

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

2 他 理学部理学科共通開設科目

●単位数 30単位 4人

8単位 4人

24単位

18単位

18単位

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

化学

生物学

無機化学Ⅰ

生物学概論

生物学演習

生態学Ⅰ

理科実践演習

各教科の指導法（情報通
信技術の活用を含む。）

地学

「物理学実験、化学
実験、生物学実験、
地学実験」

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

理科の教材分析A

理科教育法

物理学実験

化学実験

生物学実験

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

物理学概論

物理学演習

熱力学

化学概論

化学演習

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

物理学

地学概論

地球環境史論

理科の教材分析B

地質・古生物学Ⅰ

地学実験

STEAM教育論

中等教育実験

地学演習

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
（音楽）

同 名倉明子

（音楽） 2 中
（音楽）

同 深瀬廉

2 中
（音楽）

同 （深瀬廉）

合唱基礎 2 中
（音楽）

同 渡辺修身 （深瀬廉）

　 2 中
（音楽）

同 （渡辺修身） （深瀬廉）

1 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同 三輪郁
(渡辺修身)

2 中
（音楽）

同 (三輪郁)
(渡辺修身)

2 中
（音楽）

同 (三輪郁)
(渡辺修身)

（深瀬廉）

2 中
（音楽）

同 (三輪郁)
(渡辺修身)

（深瀬廉）

1 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同 （渡辺修身）

2 中
（音楽）

同 （名倉明子）

2 中
（音楽）

同 （名倉明子）

2 中
（音楽）

同 （名倉明子）

2 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同

2 中
（音楽）

同

●単位数 30単位 4人

0単位 3人

24単位

14単位

14単位
E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

※「教科に関する専門的事項」
の選択科目から４単位選択必修

D.教員の免許状取得のための選択科目

指揮法 指揮法

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

ソルフェージュ

音楽の教材分析Ｂ

声楽Ｂ

日本音楽演習（器楽）

合唱応用

日本音楽演習（歌唱）

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

音楽科教育法

音楽科実践演習

声楽（合唱及び日本
の伝統的な歌唱を含
む。）

音楽理論・作曲法
（編曲法を含
む。）・音楽史（日
本の伝統音楽及び諸
民族の音楽を含
む。）

音楽理論

作曲法Ａ

作曲法Ｂ

音楽史概論

音楽の教材分析Ａ

器楽（合奏及び伴奏
並びに和楽器を含
む。）

器楽Ａ

アンサンブル基礎

アンサンブル応用

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

器楽Ｂ

ソルフェージュ

声楽Ａ

教職専任教員
備考

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
(美術)

同 小林俊介

（美術） 2 中
(美術)

同 (小林俊介)

2 中
(美術)

同 (小林俊介)

2 中
(美術)

同 (小林俊介)

2 中
(美術)

同 土井敬真

2 中
(美術)

同 (土井敬真)

　 2 中
(美術)

同 (土井敬真)

2 中
(美術)

同 具志堅裕介

2 中
(美術)

同 (具志堅裕介)

2 中
(美術)

同 (具志堅裕介)

2 中
(美術)

同 (小林俊介)

2 中
(美術)

同

2 中
(美術)

同 (小林俊介)

彫刻論 2 中
(美術)

同 (土井敬真)

2 中
(美術)

同

2 中
(美術)

同

2 中
(美術)

同

2 中
(美術)

同

2 中
(美術)

同

●単位数 30単位 3人

0単位 3人

24単位

16単位

16単位

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

絵画基礎

絵画表現演習

絵画応用演習

彫刻

彫刻基礎

彫刻表現演習

彫刻応用演習

造形基礎演習B

造形史特論

生涯学習と造形

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

美術の教材分析B

2 中
(美術)

同
(小林俊介)
(土井敬真)

(具志堅裕介)

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

美術科実践演習

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

各教科の指導法（情報通
信技術の活用を含む。）

美術の教材分析A

美術科教育法

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

絵画（映像メディア
表現を含む。）

デザイン応用演習

デザイン表現演習

D.教員の免許状取得のための選択科目

日本美術史概説

造形表現総合演習

美術理論・美術史
（鑑賞並びに日本の
伝統美術及びアジア
の美術を含む。）

造形史概説

デザイン（映像メ
ディア表現を含
む。）

デザイン基礎

「絵画表現演習」、

「絵画応用演習」から

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 1 中
(保健体育)

同 渡邉信晃 （張育綺） （清水香）

（保健体育） （三枝巧）

（井上功一郎）

1 中
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （張育綺） （清水香）

（三枝巧）

（井上功一郎）

1 中
(保健体育)

同 （井上功一郎）

1 中
(保健体育)

同

1 中
(保健体育)

同

1 中
(保健体育)

同
      「体育スポーツ実技」から
　　 ５単位選択必修

1 中
(保健体育)

同 （清水香）

1 中
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （三枝巧）

2 中
(保健体育)

同 張育綺

2 中
(保健体育)

同 三枝巧

　 2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同 井上功一郎

2 中
(保健体育)

同 （渡邉信晃） （三枝巧）

2 中
(保健体育)

同 清水香

2 中
(保健体育)

同 矢口友理

2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同

2 中
(保健体育)

同

●単位数 26単位 6人

0単位 3人

24単位

10単位

10単位

衛生・公衆衛生学

教職専任教員
備考

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

体育スポーツ実技（球技B）

体育スポーツ実技（武道・ダンス）

保健体育入門A

　いずれか１科目選択必修

スポーツ栄養学

スポーツ文化論

スポーツバイオメカニクス

コーチング論

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免
許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

体育スポーツ実技（球技A）

科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数

共通
開設

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

体育実技

●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数

衛生学・公衆衛生学

「体育原理、体育心
理学、体育経営管理
学、体育社会学、体
育史」・運動学（運
動方法学を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

スポーツ社会学

スポーツ心理学

保健体育の教材分析A

保健体育の教材分析B

保健体育科実践演習

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

体育スポーツ実技（器械運動・陸上競技）

体育スポーツ実技（水泳）

体育スポーツ実技（冬季スポーツ）

保健体育入門B

保健体育科教育法

学校保健（小児保
健、精神保健、学校
安全及び救急処置を
含む。）

学校保健

スポーツ生理学

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 1

（情報） 1

2 中・高
（数学）

同 坂口隆之

2 中・高
（数学）

同 中西正樹

2 中・高
（数学）

同 （中西正樹）

2 中・高
（数学）

同 （坂口隆之）

　 2 中・高
（数学）

同 （中西正樹）

プログラミング 2 他 荒井隆 理学部理学科共通開設科目

応用プログラミングＡ 2 他 理学部理学科開設科目

2 他 理学部理学科開設科目

2 佐久間大

2 他 理学部理学科開設科目

2

2

2

2

2 他 理学部理学科開設科目

2 他 理学部理学科開設科目

2

2

●単位数 34単位 4人

12単位 4人

24単位

14単位

14単位

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

情報社会（職業に関
する内容を含
む。）・情報倫理

情報社会論

情報システム技術

情報システム

情報システムと教育

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

情報科教育法I

情報科教育法II

D.教員の免許状取得のための選択科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に必
要な最低修得単位数」

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

機械学習入門

コンピュータネットワーク

情報ネットワーク技術

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

データ解析

マルチメディア表
現・マルチメディア
技術

マルチメディア入門

活用プログラミング

応用プログラミングＢ

情報通信ネットワー
ク

※「教科に関する専門的事
項」の選択科目から10単位
選択必修

情報倫理

コンピュータ・情報
処理

データサイエンス入門

多変量解析

コンピュータアーキテクチャ

教員になるためのプログラミング入門

データ構造とアルゴリズム

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択
学校
種等

学科
等 教授 准教授 講師 助教

高一種免 2 中
（英語）

同 大髙茜

（英語） 2 中
（英語）

同 （大髙茜）

2 中
（英語）

同 （大髙茜）

2 中
（英語）

同 （大髙茜）

2 中
（英語）

同 佐藤博晴

2 中
（英語）

同 （佐藤博晴）

2 中
（英語）

同 三枝和彦

2 中
（英語）

同 （三枝和彦）

　 2 中
（英語）

同 （三枝和彦）

2 中
（英語）

同 （三枝和彦）

2 中
（英語）

同 （三枝和彦）

2 中
（英語）

同 ミラー　ジェ
リー

2 中
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 中
（英語）

同 （佐藤博晴）

2 中
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 中
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 中
（英語）

同 （ミラー　ジェ
リー）

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

2 他 人文社会科学部
人文社会科学科共通開設科目

●単位数 34単位 4人

0単位 3人

24単位

18単位

18単位

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 ●教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

D.教員の免許状取得のための選択科目

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等が開設した授業科目の単位数を記載）

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項）

異文化コミュニケーション演習

教科及び教科の指導法に
関する科目における複数
の事項を合わせた内容に
係る科目

E.「開設授業科目の合計単位数」(C＋D)－「免許状取得に
必要な最低修得単位数」

第二言語習得論演習

英語文学

英語学

英語学概論

英語学演習A

英語学演習C

様式第２号（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・教科及び教科の指導法に関する科目）

認定を受けよ
うとする学
部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

教科及び教科の指導法に関する科目　24単位 学 士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許
状の種類（免

許教科）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

英語科教育法

英語科実践演習

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

英語の教材分析B

英語の教材分析A

英語文学概論

英語学演習B

異文化理解

異文化コミュニケーション概論

英語コミュニケー
ション

異文化コミュニケーション特論

備考
科目
区分

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単位数 共通

開設

※「教科に関する専門的事項」の選択科目から
10単位選択必修

英語表現（英会話）基礎

英語表現（英会話）発展

英語表現（英作文）

第二言語習得論概論

児童英語文学論

英語文学演習A

英語文学演習B

現代英語文学論

選択科目から

２単位選択必修
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

幼一種免 2

2

生涯学習論 2

2

2

　 2

2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（幼・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　14単位 学士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて12単位以上を修得

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

読書と豊かな人間性

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

地域社会とウェルビーイング

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

14単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

小一種免 2

2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

22単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

教育・学校心理学

学校・地域における食育

読書と豊かな人間性

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（小・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　2単位 学士（教育学）

備考
授業科目

単位数
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（国語） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得

言語文化基礎論

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

24単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（社会） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

40単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

備考
授業科目

単位数
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（数学） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

26単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

備考
授業科目

単位数
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（理科） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

24単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

備考
授業科目

単位数
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

(音楽) 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

20単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

備考
授業科目

単位数
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（美術） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

26単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（保健体育） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部
学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

16単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

中一種免 2

（英語） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　4単位 学士（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて2単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

学校・地域における食育

教育・学校心理学

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

・教員の免許状取得のための選択科目 12単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

24単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（国語） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 16単位

言語文化基礎論

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

30単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（地理歴史） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

24単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（公民） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

22単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（数学） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

34単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（理科） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

32単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（音楽） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

読書と豊かな人間性

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得

道徳教育の理論と実践

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

28単位

学校・地域における食育

教育・学校心理学

備考
授業科目

単位数

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（美術） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

30単位

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

学校・地域における食育

教育・学校心理学

道徳教育の理論と実践

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（保健体育） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部
学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

24単位

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

学校・地域における食育

教育・学校心理学

道徳教育の理論と実践

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（情報） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

28単位

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

学校・地域における食育

教育・学校心理学

道徳教育の理論と実践

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

145 教育学・保育学関係

必修 選択

高一種免 2

（英語） 2

生涯学習論 2

2

2

2

　 2

2

●単位数

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（高・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

大学が独自に設定する科目　12単位 学士（教育学）

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

32単位

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

学校・地域における食育

教育・学校心理学

道徳教育の理論と実践

大学が独自に設定する科目

教員になるための学校防災
「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修した「教科及
び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」について、併せて10単位以上を修得読書と豊かな人間性

地域社会とウェルビーイング

地域社会の教育計画

・教員の免許状取得のための選択科目 14単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

2単位
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入学定員

145

必修 選択

2 2

2

1

2

2 2

2

外国語コミュニケーション

数理、データ
活用及び人工
知能に関する
科目又は情報
機器の操作

2

数理、データ活用及び
人工知能に関する科目

情報機器の操作

データ解析基礎  プログラム認定科目

  これら３科目よりスポーツ実技またはスポーツセミナーを含み、
　２単位選択必修

スポーツセミナー

英語Ⅰ（コミュニカティブ英語）

スポーツ実技

日本国憲法 日本国憲法

体育 2

健康・スポーツ科学

免許法施行規則に定める
科目区分

単位数

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

様式第２号（第６６条の６に定める科目）

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程

　　学　位 　学位又は学科の分野

　　学　士　（教育学） 教育学・保育学関係
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３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

共通
開設

必修 選択
学校
種等

教授 准教授 講師 助教

幼一種免 2 小中高 森田智幸

2 小中高 吉田誠

　 2 小中高

2 小中高

2 小中高

2 小中高 廣田信一

2 小中高

2 小中高 野口徹

坂本明美

2

2 小中高 関口雄一

1 小

教育実践実習事前・
事後指導（幼・小）

1 小

3 小

2

2 2 小中高 （吉田誠）

●単位数

・教員の免許状取得のための選択科目

・開設授業科目の合計単位数－免許状取得に必要な最低修得単位数

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

145 教育の基礎的理解に関する科目等　21単位 学　士（教育学）

2 小中高

教職論

特別支援教育総論

教育方法・技術（情報
通信技術を活用した教
育の理論及び方法を含
む

教育社会学

教育経営学

発達心理学

学習心理学

教育課程編成論

　いずれか１科目選択必修

様式第２号（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとす
る学部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
入学定員

各科目に含めることが
必要な事項

単
位
数

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対
応を含む。）

備考
授業科目

単位数

認定を受け
ようとする
免許状の種

類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

教育原論

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

科目

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）

4幼児理解の理論及び方法

幼児の理解

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

教育相談

10単位

幼稚園実習

教職実践演習 教職実践演習

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を
含む）

27単位

4単位

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

5教育実習

教育実践実習A

教育実践基礎実習
（幼・小）
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３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

共通
開設

必修 選択
学校
種等

教授 准教授 講師 助教

小一種免 2 幼中高 森田智幸

2 幼中高 吉田誠

　 2 幼中高

2 幼中高

2 幼中高

2 廣田信一

2 幼中高

2 幼中高 野口徹

2 中 （吉田誠）

2 中高 （野口徹）

2 中高 （野口徹）

2    幼中高 坂本明美
情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法
を含む

2

2 中高
進路指導及びキャリア
教育の理論及び方法を
含む

2 幼中高 関口雄一

1 幼

1 幼

3 幼

2 安藤耕己
（吉田誠）

2 2 幼中高 （吉田誠）

●単位数

教職実践演習

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） 31単位

8単位

・開設授業科目の合計単位数－免許状取得に必要な最低修得単位数 12単位

・教員の免許状取得のための選択科目

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

5

教育実践基礎実習
（幼・小）

教育実践実習A

学校体験活動
地域学校協働インター
ンシップ

教職実践演習

教育実践実習事前・事
後指導（幼・小）

発達心理学

学習心理学

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教育課程編成論

生徒指導の理論及び方法

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

特別支援教育総論

生徒指導・進路指導

教育相談

道徳の理論及び指導法

10

進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に

関
す
る
科
目

情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法

教育の方法及び技術

教育方法・技術（情報通
信技術を活用した教育の
理論及び方法を含む）

教材開発演習

授業科目

道徳教育の理論と実践

総合的な学習の時間論

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

特別活動の指導法 特別活動論

総合的な学習の時間の指導法

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教職論

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学

認定を受け
ようとする
免許状の種

類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

いずれか１科目選択必修

備考
科目

各科目に含めることが
必要な事項

単
位
数

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教育原論

単位数

教育経営学

様式第２号（小・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（小・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようと
する学部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程
入学定員 １．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

145 教育の基礎的理解に関する科目等　27単位 学　士（教育学）
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共通
開設

必 選 学校
種等

教授 准教授 講師 助教

2 幼小

2 幼小 吉田誠

2 幼小

2 幼小

2 幼小

1,295人
学習心理学 2 幼小 廣田信一

2 幼小

2 幼小 野口徹

2 小 （吉田誠） 中免のみ

2 小 （野口徹）

特別活動論 2 幼小 （野口徹）

2 幼小 坂本明美 情報通信技術を活用した教
育の理論及び方法を含む

2 小 進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法を含む

2 幼小 関口雄一

1 中免を取得する場合は必修

1

3 中免を取得する場合は必修

2 高免のみ取得する場合は必
修

2 2 幼小 （吉田誠）

●単位数 中5人／高5人

・教員の免許状取得のための選択科目

中4人／高4人

●教職専任教員数（教育の基礎的理解に関する科目等）

教育実践基礎実習
（中・高）

教育実践実習事前・
事後指導（中・高）

教育実践実習C

学校体験活動

教育実践実習B

教職実践演習 教職実践演習

（地理歴史）0人、（公民）0人、

（数学）0人、（理科）0人、

（音楽）0人、（美術）0人、

（保健体育）0人、（情報）0人、

（英語）0人

●必要教職専任教員数

・開設授業科目の合計単位数－免許状
　取得に必要な最低修得単位数

・教員の免許状取得のための必修科目
　（選択必修科目の単位数を含む）

中31単位／高27単位

道

徳
、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導
、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目 教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

教育相談

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教育実習
中5
高3

生徒指導・進路指導

進路指導及びキャリア教育の理
論及び方法

道徳の理論及び指導法

中10
高8

道徳教育の理論と実
践

総合的な学習（探究）の時間の
指導法

／高（国語）1人、

（音楽）0人、（美術）0人、

（保健体育）0人、（英語）0人、

中6単位／高8単位 ●教職専任教員数（各教科の指導法）

中10単位／高14単位 （数学）0人、（理科）0人、

中（国語）1人、（社会）0人、

総合的な学習の時間
論

特別活動の指導法

教育の方法及び技術
教育方法・技術（情報通信
技術を活用した教育の理論
及び方法を含む）

情報通信技術を活用した教育の
理論及び方法

生徒指導の理論及び方法

大学において
共通開設

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

教育原論

教育課程編成論

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

特別支援教育総論

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

共通開設する
学科等の入学
定員の合計
（今回申請す
る学科等以外
も含む。）

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）

教育社会学

教育経営学

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

発達心理学

備考
科
目

各科目に含めることが
必要な事項

単
位
数

左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

授業科目
単位数

　いずれか１科目選択必修

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対
応を含む。）

教職論

開設体制

施行規則に定める科目区分等

様式第２号（中高・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（中高・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようと
する学部・学科等

教育学部 学校教育教員養成課程

入学定員合計 １．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．認定を受けようとする免許状の種類

145 教育の基礎的理解に関する科目等
中一種免27単位、高一種免23単位

中高一種免（国語、社会、数学、
理科、音楽、美術、保健体育、

英語）
高一種免（地理歴史、公民、

情報）
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入学定員

145

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

特支一種免 2 2 川村修弘

(知的障害者） 2 知的障害者 大村一史

(肢体不自由者) 2 肢体不自由者

(病弱者) 2 病弱者

2 知的障害者 （川村修弘）

2 知的障害者 （大村一史） （池田（大西）彩乃）

知的障害者

病弱者

知的障害者

肢体不自由者

肢体不自由者

病弱者

肢体不自由者

病弱者

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

2 発達 （大村一史）
言語・自閉・情緒・

LD・ADHD

2 視覚障害者

2 聴覚障害者

（川村　修弘）

（池田（大西）彩乃）

●単位数

３人

※教職専任教員欄の網掛けは消去しないこと。

★「中心となる領域」についての単位数記載

○視覚障害者に関する教育の領域　：　２単位/８単位　（心理等：０単位/１単位、教育課程等：０単位/２単位、心理・教育課程等：２単位）

○聴覚障害者に関する教育の領域　：　２単位/８単位　（心理等：０単位/１単位、教育課程等：０単位/２単位、心理・教育課程等：２単位）

○知的障害者に関する教育の領域　：　８単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：４単位/２単位、心理・教育課程等：２単位）

○肢体不自由者に関する教育の領域：　４単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：２単位/２単位、心理・教育課程等：０単位）

○病弱者に関する教育の領域 ：　４単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：２単位/２単位、心理・教育課程等：０単位）

①：特別支援教育の基礎理論に関する科目

②：特別支援教育領域に関する科目のうち、心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目

③：特別支援教育領域に関する科目のうち、心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

重複
重複・言語・自
閉・情緒・LD・

ADHD
（川村　修弘）

知的障害者

2

2

2 発達

② 視 ０人／聴０人／知肢病 １人

③ 視 ０人／聴０人／知肢病 １人

池田（大西）彩乃

（池田（大西）彩乃）

障害児の心理研究法 知的障害者2

（池田（大西）彩乃）

（大村一史）

肢体不自由児の教育 肢体不自由者

病弱者

2

・教員の免許状取得のための選択科目 ２単位 ●必要教職専任教員数

① １人

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒についての
教育実習

3
特別支援学校教育実習
（事前・事後指導を含む）

4 （大村一史）
事前事後指導
１単位含む

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） ３０単位 ●教職専任教員数（合計）

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目

5

発達障害児の心理・生理・病理

・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の心
理、生理及び病
理に関する科目
・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の教育
課程及び指導法
に関する科目

視覚障害児の心理と教育

聴覚障害児の心理と教育

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

発達障害・重複障害児の教育

病虚弱児の心理・生理・病理

特別支援教育の基礎理論
に関する科目

障害児教育総論

特別支援
教育領域
に関する
科目

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る科目

16

病虚弱児の教育

知的障害児の心理・生理・病理

肢体不自由児の心理・生理・病理

知的障害児の教育

知的障害児の教育経営

・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の心理、生理
及び病理に関する
科目
・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の教育課程及
び指導法に関する
科目

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

障害児の発達

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

（特別支援教
育領域）

免許法施行規則に定める
科目区分

単位数

左記に対応する開設授業科目
教職専任教員

備考
授業科目

単位数
中心となる領域 含む領域

様式第２号（特別支援教育に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教育研究実施組織（特別支援教育に関する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

教育学部 学校教育教
員養成課程

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位 ３．学位又は学科の分野

・特別支援教育に関する科目　２６単位 　学士（教育学） 教育学・保育学関係
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